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第19回 同窓会総会開催のおしらせ

1。 日 時 平成16年 6月 13日 (日 )正午 開場

午後 12時30分～ 1時

杉二小吹奏楽部演奏 (校歌斉唱共)

2.会 場 杉並第二小学校体育館

(ス リッパの用意あり)

3.請 演 岩村和郎氏 (S27年卒)

午後 1時 15分～2時

4。総 会 午後2時 10分～2時40分

議題 (1)平成 15年度収支決算報告

(2)平成 16年度事業計画 ω

(3)平成 16年度事業予算 ω

(4)役員改選 (案 )

(5)その他

5.懇親会 午後2時45分～4時

会 費 4000円
(立食形式ですが、テーブルの周囲に椅子を

ご用意します。)

※出欠のご連絡は、同封の返信用はがきにご記入の上 、

5月 末日までに投函して下さい。また、クラス会等ご

予定の方は、返信用はがきにその旨お書き添え下さい。

本年 も定例の同窓会総会を上記の通 り開催いたすこと

になりました。旧職員の方々にもご出席いただきます。

当日は杉二小創立120周 年にあたりますため、総会に先

立ち、杉二小児童の皆 さんによる吹奏楽演奏と同窓生に

よる講演が予定されております。皆々様お誘い合わせの

上、ふるってご出席賜 りたくご案内申し上げます。

杉並第二月ヽ学校同窓会 会長 犬 丸  直

わ
れ
ら
の
杉
並
第
二
小
学
校
が
こ
の
た
び
創
立
百
三

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
杉
二
小
の
同
窓
会
は
、
母
校
の

創
立
百
周
年
を
機
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、

同
窓
会
に
と

っ
て
は
設
立
二
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

二
十
年
と
い
え
ば
生
ま
れ
た
子
が
成
人
式
を
迎
え
る
年

月
に
な
り
ま
す
。
杉
二
小
の
子
ど
も
た
ち
は
つ
ぎ

つ
ぎ

に
巣
立

っ
て
行
き
、
進
学
し
、
あ
る
い
は
世
の
中

へ
出

て
、
社
会
を
支
え
る
若

い
力
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
同

窓
会
と
母
校
の
教
育
の
充
実

。
発
展
に
い
さ
さ
か
な
り

と
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
す
。

同
窓
会
は
、
同
窓
会
文
庫
の
寄
贈
な
ど
母
校
の
教
育

を
支
援
す
る
活
動
と
共
に
、
幼
か
り
し
日
に
同
じ
学
び

杉
並
第
一一小
学
校
同
窓
会
会
長
　

犬
丸
　
直

舎
で
多
感
な
日
々
を
す
ご
し
た
旧
友
た
ち
と
出
会

い
、

懇
親
を
深
め
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
昨
今

の
よ
う
な
変
動
の
は
げ
し
い
世
の
中
で
、
学
校
の
周
辺

も
同
窓
生
た
ち
が
住
ん
で
い
た
所
の
環
境
も
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
久
し
振
り
に
集
ま

っ

た
同
窓
生
た
ち
が
語
り
合
う
う
ち
に
、
昔
の
尾
崎
の
丘

と
そ
の
近
辺
の
あ
り
さ
ま
が
、
懐
か
し
く
よ
み
が
え

っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
私
達
に
こ
ん
に
ち
に
生
き

る
元
気
を
さ
ず
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
設
立
と
今
日
ま

で
の
運
営
に
、
実
務
を
担
当
し
御
尽
力
を
た
ま
わ

っ
た

歴
代

の
理
事
長
を
始
め
役
員

の
方
々
に
心
よ
り
感
謝

し
、
今
後
と
も

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

杉
並
第
二
小
学
校
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
て
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杉
並
第
二
小
学
校
同
窓
会
名
簿
の
整
備
に
つ
い
て

１
名
簿
の
管
理
に
つ
い
て

同
窓
会
総
会
案
内
の
返
信
に
よ
り
、
住
所
変
更
、
物
故
、
住
所
不
明
、

案
内
辞
退
等
を
把
握
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
を
補
正
し
て
い
ま
す
。

（案
内
状
の
返
信
は
必
ず
お
出
し
く
だ
さ
い
。
）

２
名
簿
の
拡
充
に
つ
い
て

○
平
成
１３
年
度
‥
Ｓ
９
年
か
ら
Ｓ
ｌ８
年
卒

（理
事
の
協
力
）

○
平
成
１４
年
度
‥
Ｓ
ｌ９
年
か
ら
Ｓ
２９
年
卒

（理
事
の
協
力
、
Ｓ
２３
年
卒
か
ら
は
近
隣
中
学
校
の
名
簿
も
参
考
）

○
平
成
１５
年
度
‥
Ｓ
３０
年
か
ら
Ｓ
３４
年
卒

（理
事
の
協
力
、
近
隣
中
学
校
の
名
簿
も
参
考
）

新
住
所
把
握
の
た
め
に
以
上
の
学
年
を
重
点
的
に
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

３
平
成
１６
年
度
の
同
窓
会
総
会
案
内
状
送
付
に
つ
い
て

①
Ｓ
４２
年
以
前
卒
業
の
方
で
終
身
会
費
納
入
の
上
、

現
在
の
住
所
が
把
握
で
き
て
い
る
方
。

②
Ｓ
８
年
か
ら
Ｓ
Ｍ
年
卒
の
方
で
、
現
在
の
住
所
が
把
握
出
来
て
い
る
方
。

③
Ｓ
４２
年
以
降
の
役
員
。
①
②
③
の
合
計
約
２
、
８
０
０
名

④
特
別
会
員

（杉
二
小
旧
教
職
員
）
約
２
０
０
名

次
回
総
会
は
、
百
二
十
周
年
に
あ
た
る
た
め
、
大
勢
の
方
へ
封
書
案
内
を

差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
名
簿
か
ら
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
何
卒
悪
し
か
ら
ず
、
左
記

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

☆
学
年

・
ク
ラ
ス
会
名
簿
を
お
持
ち
の
方
、
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

〒
面
‐
い
杉
並
区
成
田
東
５
１７
‐‐３
　
一二
浦
　
明

（ｓ
２４
年
卒
）

同窓会のしくみ は次のとおりです。
・会員 卒業生………普通会員

教職員・……特別会員
・総会 毎年 1回開催
。役員 会長 理事長 1名

副会長 副理事長 若千名
理事 相当数
監事 2名 (税理士・弁護士)

顧問 1名
。日常の運営

常任理事会で企画、運営
・事業活動費

終身会費千円 。寄付でまか
なっています。

終身会費未納入の方、ご協力頂ければ幸いです

◆平成15年度同窓会理事会報告

H154.12 第18回 同窓会総会の議案検討  (出席者12名 )

4.26 案内状発送作業       (出 席者15名 )

7.7 総会の反省会及び次年度計画  (出席者14名 )

11.29120周 年記念行事内容検討、名簿整備、案内状関連 (出席者14名 )

H16.2.21120周 年記念行事内容決定、名簿整備、会計報告  (出席者16名 )

(於 杉二小又はHeartstrings会 議室)

◆平成15年度同窓会常任理事 活動内容

H15.4.4 会計監査

6.2 第18回総会打ち合わせ

9.29120周 年記念行事検討、名簿関連
H161.26第 19回総会内容協議、会報確認

3.16第 19回総会議案検討、役員改選 (案 )

(於 杉二小又はHeartstrings会 議室)

120周年記念総会を次国に控え、不安をいだきつつ臨んできた1年でし

たが、常任理事の方々をはじめ、理事諸氏のご協力をもってなんとかこ

ぎつけることが出来ました。感謝 !    (理 事長 桐村 S34年卒)

同窓会の事業

1.同窓会文庫の図書等の寄贈 (2004.3.20現 在3,346冊 )

校舎2Fに文庫室があり、子ども達に大変喜ばれて
います (毎年図書を寄贈・補充)

同窓会文庫 (100周年)紅白幕 (105周年)

ビデオ付テレビ (110周年)

ショウケースー式 (115周年)を寄贈 !

2.毎年総会・懇親会を開いて懐かしい旧友や恩師と
懇親を深めています。

3.名 簿の整備を進めています。
平成7年に発刊した名簿をもとに補充・修正等行って
います。学年・クラスの新しい名簿をお送り下さい。

平成 15年度収支決算報告 (自平成15年4月 1日 至平成16年3月 31日 )

1総収支                   (単 位 :円 )

区別

予 貸

決算

2期 中収支

EIJ期繰 越 金

2508496

2.508.496

費

雑‖又ノヘ

合  Hl

期 甲 ‖X人

111.000

艘 越 TttlJu額

158.206

RO_000

期 甲 文 出

1,000

640.000

bZソ .UUU

636.531

93

63,206

0

次 期 繰 越 T

うち新卒業生88名 分 88.000円

4/6

19794

(単位 :円 )

L名オまか らJ_Hさ ま した

総会懇親会 よ り繰入 61,188PJ

bZb

2.030.171

96

0
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創
立
百
二
十
周
年
の
年
に

杉
並
第

二
小
学
校
長
　

　

丸

山

麻

雄

杉
並
第
二
小
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

本
稿
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
暖
か
い
ご

声
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

吹
く
風
に
花
々
の
香
り
漂
う
候
と
な
り
、
皆
様
方
の

後
輩
と
な
り
ま
す
第

一
学
年
か
ら
第
六
学
年
ま
で
の
約

五
百
名
の
児
童
も
、
皆
様
の
ご
声
援
に
支
え
ら
れ
、
春

風
の
中
を
元
気
に
学
ん
で
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
の
お
心
の
温
か
さ
を
感
じ
る
同
窓
会

文
庫
も
益
々
充
実
し
て
い
た
だ
き
、
年
二
回
の
読
書
旬

間
を
実
施
す
る
な
ど
、
読
書
離
れ
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
な
か
で
、
本
校
児
童
の
読
書
習
慣
の
源

と
し
て
大

い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
か
り
ま
し
て
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
の
子
ど
も
達
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
都
市
化
の

進
展
、
情
報
化
の
波
の
中
で
、
人
と
人
と
の
暖
か
く
豊

か
な
関
わ
り
を
通
し
た
心
の
育
成
を
む
ず
か
し
く
し
て

お
り
、
改
め
て
子
ど
も
を

「育
て
る
」
意
味
を
問
い
直

す
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

平
成
十
六
年
度
は
杉
並
第
二
小
学
校
に
と
り
ま
し
て

創
立
百
二
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

倉U立以来卒業生数 14,225名
(2004年 3月 まで)

よ<考える子
心豊かな子

2004年 2月 1日 杉並第二小学校

児童数 489名
教職員数 38名

校 医   5名

地
球
規
模
の

同
窓
会
諸
先
輩
方
の
お
知
恵
や
お
力
を
お
借
り
し
、

真
に
自
分
ら
し
さ
を
生
か
し
、
友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ

て
心
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
達
を

育
て
る
年
に
し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

式
典
は
十

一
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
ど
も

達
を
温
か
く
お
見
守
り
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
い
の
り
申
し
上
げ
ま

す
。

環
境
学
習

科
」
や

「総
合
的
な
学
習
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
前
者

は
自
分
や
極
身
近
な
生
活
の
基
礎
基
本
、
後
者
は
自
分

を
と
り
ま
く
周
囲
や
日
本

・
世
界
の
国
々
の
生
活
の
基

本
と
い
う
こ
と
で
つ
な
が
り
ま
す
。
学
習
内
容
は
自
然

に
関
す
る
こ
と
や
人
間
生
活
の
関
す
る
こ
と
が
主
で
す

が
、
体
験
を
通
し
て
課
題
解
決
を
す
る
と
こ
ろ
に
大
き

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、　
一
二

一年
生
は
学
校
内
の
グ
リ
ー
ン

・
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
う
さ
ぎ
の
世
話
を
通
し
て
、
季
節
と

子
ど
も
達

の
学
習
内
容

も
、
昔
に
比

べ
て
大
分
変

わ

っ
て
き

ま

し
た

。
国

語

・
社

会

・
算

数

・
理

科

・
音

楽

・
図

工

・
家

庭

・
体
育
と
い
っ
た
な
じ

み
の
あ
る
教
科
に

「
生
活

2004.410

自
然
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
命

の
大
切
さ
も
学
び
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
周
り
に
あ
る
命
を
ど
の
よ
う
に

守
り
、
育
て
て
い
く
の
か
を
考
え
ま
す
。

三
年
生
以
上
は
、
本
年
度
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
学

習
し
て
き
ま
し
た
。

三
年
　
善
福
寺
川
の
自
然

・
フ
ラ
ダ
ン
ス
等

四
年
　
視
覚
障
害
者
と
の
か
た
ら
い

木
目
込
み
人
形
作
り
　
世
界
の
子
供
理
解

五
年
　
新
宿
御
苑
の
樹
木
と
自
然
の
関
わ
り

（環
境
省
主
催
行
事
に
招
待
）

六
年
　
廃
油
を
利
用
し
た
石
け
ん
づ
く
り

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（水
質
保
全
）

海
外
の
子
供
の
生
活
の
様
子
等

今
後
は
、
学
校
の
学
習
活
動
も
地
球
規
模
で
考
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。



外
は
雨
。
校
庭
で
遊
べ
な
い
子
ど
も
達
が
さ
ぞ

残
念
が
る
か
と
思
い
き
や
、
に
こ
に
こ
顔
の
子
ど

も
達
が
い
る
の
で
す
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
杉
二
小
の
宝
島
同
窓
会
文

庫
室
へ
行
け
る
か
ら
で
す
。
こ
こ
で
は
、
寝
こ
ろ

が
っ
て
よ
し
、
上
を
向
い
て
よ
し
、
図
書
室
で
は

許
さ
れ
な
い
気
ま
ま
な
姿
で
読
書
が
楽
し
め
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
贈
ら
れ
た
本
を
、
月

曜
…
４
年
、
火
曜
…
１
年
、
水
曜
…
５

ｏ
６
年
、

木
曜
…
２
年
、
金
曜
…
３
年
の
子
ど
も
達
が
優
先

的
に
読
ん
で
は
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
同
窓
生
の
皆
様
の
御
気
持
ち
を
生

か
す
べ
く
、
ま
た
、
子
ど
も
達
の
読
書
欲
を
育
て

る
べ
く
、
図
書
担
当
の
小
林
恵
美
先
生
と
塩
田
里

美
先
生

（平
成
十
五
年
度
）
が
、
書
物
の
整
理
と

修
理
に
心
を
配
っ
て
い
ま
す
。

教
頭
　
茂
呂
　
彰

私
は
杉
並
第
二
を
卒
業
し
て
、
最
初
に
府
立
中
学
校
（府
立

六
中
）
に
進
学
し
た
人
間
で
す
。
開
校
以
来
の
事
件
で
、
担
任

の
先
生
は
無
報
酬
で
入
試
の
予
習
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、

今
、
ほ
ん
と
う
に
大
変
な
お
仕
事
だ
っ
た
と
筆
舌
に
尽
き
ぬ
感

謝
の
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
・４
年
卒
　
初
代
同
窓
会
会
長
　
金
田

一
春
彦

第
１９
回
総
会
お
め
で
と
う
。
母
校
創
立
百
周
年
を
機
に
有
志

と
同
窓
会
設
立
準
備
を
す
す
め
て
、
Ｓ
６．
年
第
１
回
総
会
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
た
時
は
感
激
で
し
た
。
今
創
立
百
二
十
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
本
会
発
展
の
た
め
会
長
を
は
じ
め
、
歴
代
役

員
各
位
が
尽
く
さ
れ
た
弛
み
な
い
ご
努
力
並
び
に
学
校
当
局
の

ご
協
力
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

Ｓ
ｌＯ
年
卒
　
同
窓
会
副
会
長
　
初
代
理
事
長
　
生
出
正
也

「杉
二
小
創
立
百
二
十
周
年
お
め
で
と
う
。
」

同
窓
会
が
正
式
に
組
織
さ
れ
て
か
ら
２０
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
会
員
及
び
関
係
者
の
御
努
力
に
よ
り
立
派
な
同
窓
会

と
な
り
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
今
後
共
杉
二
小
及
び
同
窓
会

の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

Ｓ
ｌＯ
年
卒
　
同
窓
会
副
会
長
、
元
理
事
長
　
遠
藤
幸
雄

「
２０
年
の
重
み

”同
窓
会
文
庫
“
」

杉
二
小
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
め
た

「同
窓
会
文
庫
」
。

数
あ
る
同
窓
会
の
中
で
も
、
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
の
事
業
も

数
え
て
２０
年
。
図
書
の
選
択
は
学
校
に
お
ま
か
せ
し
て
い
る
も

の
の
、
こ
の
文
庫
で
学
び
、
活
字
に
親
し
ん
で
巣
立
っ
た
卒
業

生
の
数
も
多
い
。
次
ぎ
の
世
代
に
託
す
期
待
と
、
夢
を
育
む
我

々
杉
二
小
同
窓
会
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、
こ
の
２０
年
の
重
み

を
支
え
て
い
る
。
数
十
年

・
・
・
・
に
期
待
。

Ｓ
２３
年
卒
　
常
任
理
事
　
八
ツ
藤
　
恒
夫

終
戦
後
間
も
な
い
昭
和
２４
年
卒
業
の
頃
、
皆

一
様
に
貧
し
い

な
か
で
小
さ
な
幸
せ
に
も
満
足
し
て
い
た
こ
と
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
の
半
世
紀
、
後
輩
の
旅
立
ち
に
よ
り
よ

い
社
会
を
つ
く
れ
た
か
、
反
省
し
き
り
で
す
。

Ｓ
２４
年
卒
　
監
事
　
今
井
春
乃

ピ
ン
ク
の
図
書
館
前
で
、
創
立
七
十
周
年
記
念
歌
を
斉
唱
し

た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
で
す
。　
一
世
紀
を
は
る
か
に
超
え
る
伝

統
は
大
変
な
も
の
。
そ
の
間
の
関
係
者
の
御
苦
労
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
３０
年
卒
　
一馴
理
事
長
　
辻
　
毅

お
母
さ
ん
が
ほ
し

い
と
言

て
い
た
本
が

あ

っ
て
、
本
を

か
し
出

し
て
く
れ
た
ら

い
い

な
ぁ
と
お
も

っ
て
い
ま
す
。

四
―

一

深
沢
航
海

い
ろ

い
ろ
な
本
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
楽

し

い
で
す
。
新

し

い
本
を
ど
ん
ど
ん
読
み
た

い

の
で
、
ま
た
と
ど
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

四
―

一

鈴
木
力
太

同窓会文庫

ぷ

肩目Jヒ′ヾラζ

『すぎ丸」

便利です !

阿
佐
ヶ
谷
～
浜
田
山
を
走
る

「す
ぎ
丸
」
、
利
用
者
も

多
く
大
好
評
。
浜
田
山
始
発
午
前
七
時
半
、
終
発
は
阿

佐
ヶ
谷
駅
発
午
後
八
時
半
に
、

１５
分
間
隔
で
す
。

杉
二
小
前
の

「す
ぎ
丸
」
バ
ス
停
は

降制刺箭は詢囃い合　　　　華に同前
で下車


